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房総沿岸に出現したサパ属幼魚

石井光康・清水利厚

はじめに

房総の南部沿岸では春から夏にかけて「さぱなごj

と呼ばれるサパ属(マサパ，ゴマサノ{)幼魚が定置網

でしばしば漁獲される。そのうち和田沖の定置網では

1976年以降現在まで15年間にわたり「さiまなご」の漁

獲統計資料がある。漁獲量に占めるマサバ幼魚の出現

割合を明らかにできれば，幼魚期におけるマサパの資

源量を把握する一助になるものと考えられる。マサノミ

太平洋系群は，北部太平洋海域(三陸一犬吠埼i中)に

おけるまき網漁業と伊豆諸島海域におけるたもすくい

漁業の重要な対象魚種である。にもかかわらず，近年

マサパ資源量が著しく減少している。したがって資源

水準を早期に推定才ることは重要性が高まっている。

しかし，秋季に東北海域でまき網漁業の対象になる

以前のO歳魚の資源量を推定する情報は著者の知るか

ぎり殆どない。

マサパとコeマサパの同定については現在までにいく

つかの報告があり，第1背鰭線数(マサパ9-10本，

ゴマサパ12-14本):背部担鰭骨数(マサパ13-16本，

ゴマサパ17-22本):第4 第5脊椎骨に付随する神

経線の間にある背部担鰭骨数(マサパ1本，ゴマサパ

2-3本，以後，第4，第5脊椎骨間車車数とする)

による方法があげられる(図 1)。成魚ではその他に

図1 サバ類骨格略図(魚類解剖図鑑，落合明編

より略写)

l 第l背鰭糠 2.第2背鰭稼 3 背部担
鰭骨 4.脊椎骨 5 神経稼
背部担鰭骨:第1背鰭練に対応したものから第
2背鰭稼の第1条に対応する夜前までのもの
第4，第5脊椎骨間線数:第4，第5脊椎骨に
付随する神経線の関に背部担鰭骨数

体型と体側正中線上の側点および腹部の斑紋の有無が

はっきりしているので，第I背鰭車車数の違いや外見で

容易に分類できる。しかし，幼魚は小型である上に，

外部形態に明瞭な分類標徴はなく，両種を外見で分類

することはむずかしい。

そこで，本報告では背部担鰭骨数と第4・第5脊椎

骨間線数で両種を区別する。また，外房i中の fさlまな

ご」漁獲量と翌年の北部太平洋海域におけるマサパ1

歳魚資源最との関係に若干の考察を加えた。

材料と方法

材料は1989年7月13日一8月4日に千葉県南部の白

子沖および和田沖の定置網(図2)で漁獲された「さ

ばなごJ7標本368個体である(表1)。尾叉長が14.2
-22.7cm (図3)で，体重が29目。-121.8gである。
標本は尾叉長と体重を測定し， x線による骨格撮影
を行って，背部担鰭骨数と第4・第5脊椎骨間車車数を

計数した。骨格写真のうち，一部に不鮮明なものがあ

り，背部担鰭骨数と第4・第5脊椎骨関税数が数えら

れないものがあった。そこで，両者がはっきりと数え

られる341個体について検討を行った。

また，和田i中定置網の1976-1988年5-7月の「さ

lまなご」漁獲量と1977-1989年の1歳魚資源尾数(中

央水産研究所小i竜一三氏の夜、信による)とを比較検討

した。

結果と考察

背部担鰭官数は13-22本の範囲にあり，その組成は

両種の判断基準とされる16本と17本を境に双峯型を示

した(図4)。また，第4・第5脊椎骨関税数はI本

のものが118個体で2本のものが223個体であった。第

4・第5脊椎骨関線数が1本の{固体のうち，背部担鰭

骨数13-16本のものは110個f本 (93.2%)あったが，

ゴマサパとされる17-22本のものも 8個体 (6.8%)

含まれていた(図5-1)。一方第4・第5脊椎骨間

練数が2本の個体のうち，背部担鰭骨数が17-22本の

ものは215個体 (96.4%)あったが，マサパとされる13
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図2 調査地

表1 さばなご標本データ

採集日 I魚 場 {間体数
尾叉長 (cm) f本 重 (g) 

NCl 
平均

1 1989/7/13 白子沖 30 17.5 
2 1989/7/17 自子i中 31 17.9 
3 1989/7/18 和田jrl' 31 18.3 
4 1989/7/19 白子i中 79 18.8 
5 1989/7/21 自子i中 35 18.7 
6 1989/7/25 白子沖 53 19.0 
7 1989/8/09 白子沖 109 18.6 

言十 368 18.5 

一16本のものも 8個体 (3.6%)含まれていた(図5
-2)。このように背部担鰭骨数による分類と第4・

第5脊椎骨問線数による結果に食い違いのある個体が

見られた。そこで背部担骨数と第4・第5脊椎骨間稼

最大 最小 平均 最大 最小

20.5 14.9 57.9 94. 9 34.3 
21. <1 14.2 67.9 119.0 29.0 

20. 7 15.1 73.8 118.0 39.0 
21. 2 15. 5 73.8 107.8 35.2 
20.8 17.0 72.0 109.0 51. 0 
21. 4 16.0 78.5 121. 8 42.0 
22.7 15.3 73.9 159.0 36目6

22. 7 14.2 72.5 159.0 19.0 

数に食い違いがなかった325偲体を，それぞれマサバ

(110個体)とゴマサパ (2151個体)に同定した。

サバ類幼魚を分類するにあたって，第l背鰭線数に

よる方法は作業が簡単であるが，深代による結果で
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図3 rさlまなごJ尾叉長組成

(1989年7月13日~日月 9日，白子・和田沖定置網)

80 

N : 118 

個 60

体
40 

数

20 25本

20 

010 15 

図5-1 第4，第5脊椎骨間稼数別背部担鰭骨

組成

(第4，第5脊椎骨間線数が1本の個体)

はマサパ，ゴマサパの分類不能な11本の個体が全体の

25%も含まれた。背部担鰭骨数と第4・第5脊椎骨間

線数を用いる方法ーでは作業がやや煩雑ではあるが， 95 

%の個体の分類が可能で，第1背鰭練数による分類よ

りは優れている。

期間中の同種の尾叉長組成にはやや違いが認められ，

マサパは18cmと20cmにピークをもっ双峯型を示し(図

6 -1)，ゴマサパは18cmを中心とした正規分布を示

した(図6-2)。平均尾叉長はマサパが19.lcmで，

ゴマサパが18.3cmであった。

マサバの出現割合(図7)は，標本ごとにばらつき

がみられ， 4.2-67.3%の範囲であった。 7月を平均
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80 

倒 60

25本

N : 223 

体 40

数 20

。10 15 20 

図5ー2 第4，第5脊椎骨関線数別背部担鰭骨

組成

(第4，第5脊椎骨関税数が2本の個体)

すると18%で 8月は64%であり，マサパの方がやや

遅く出現したとみられる。また，全体を平均すると32.9

%であった。

1976-1984年の和田i中定置網における 5-7月の

「さ11なごJ漁獲量は1976年を最大として1984年と1987
年にピークがみられた。翌年のマサパ太平洋系群I歳

魚資源尾数は1987年を除けばそれとほぼ同じ増減傾向

がみられる(図8)。サパ属幼魚が定置網に入網する

条件として，黒潮の離接岸等の海況条件等も大きいと

考えられるので，今後はこの点に留意して調査を進め

る必要がある。
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春-]互にかけて房総の南部沿岸で漁獲されるサバ属

幼魚をマサパとコ。マサバに区別するために，背部担鰭

骨数と第4，第5脊椎骨関線数による分類を試みた。

この方法によって，標本の95%の個体について種の

査定を行うことができた。

「さばなごj漁獲量と翌年のマサバ太平洋系群の 1

歳魚資源尾数の問にはほぼ伺じ増減傾向がみられた。

約要


